
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

茂

木

虎

京佐

は

じ

め

会
計
史
に
お
け
る
十
七
世
紀
は
両
期
的
時
点
で
あ
る
。
十
三
・
四
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
複
式
簿
記
法
が
「
近
代

化
」
を
示
す
世
紀
で
あ
る
が
、
期
間
計
算
方
式
が
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
成
立
す
る
。
近
代
会
計
の
芽
が
出
て
く
る
と
き
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

十
七
世
紀
は
近
世
に
お
け
る
経
済
的
繁
栄
が
、
毛
織
物
工
業
の
う
え
に
き
ず
か
れ
る
と
き
で
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
見
ら
れ
る

が
、
新
大
陸
を
媒
介
と
し
て
東
洋
〔
東
邦
諸
国
〕
を
相
手
に
、
両
国
が
世
界
商
業
の
覇
権
を
か
け
て
争
っ
た
。
十
七
世
紀
前
半
は
オ
ラ
ン

ダ
が
、
十
八
世
紀
以
降
は
イ
ギ
リ
ス
の
時
代
と
な
る
。
中
世
末
期
の
北
イ
タ
リ
ア
の
繁
栄
は

n
鍍
と
胡
栂
H

の
う
え
に
築
か
れ
た
が
、
十

七
・
八
世
紀
は
H

銀
と
毛
織
物
H

で
あ
っ
た
。
新
大
陸
か
ら
東
イ
ン
ド
貿
易
に
必
要
な
典
型
的
商
品
で
あ
る
銀
が
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス

両
国
に
流
れ
込
ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
」
や
「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
」
が
形
成
さ
れ
る
。
こ

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

一一
一



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
三
四

れ
ら
は
と
も
に
株
式
会
社
の
起
源
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経
済
構
造
の
特
質
に
規
定
さ
れ
、
大
塚

久
雄
教
授
に
よ
っ
て
、
「
近
代
的
民
主
型
株
式
会
社
」
と
「
専
制
型
株
式
会
社
」
と
し
て
類
型
化
さ
れ
て
い
る
。

専
制
型
と
は
い
え
、
ォ

ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
十
七
世
紀
の
前
半
で
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
て
貿
易
上
の
優
位
を
保
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
形
成
が
、
十
七
世
紀
会
計
史
を
特
色
づ
け
る
が
、
十
四
・
五
世
紀
簿
記
史
と
異
な
る
展
開
を
示
す
。
こ
れ
は
、
会
計
実
践
の

「
近
代
化
」
で
あ
る
が
、
期
間
計
算
が
行
わ
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

期
間
計
算
は
継
続
す
る
企
業
活
動
の
一
定
期
間
ご
と
の
区
分
計
算
で
あ
る
。
期
間
計
算
に
よ
っ
て
企
業
資
本
の
全
体
的
計
算
が
指
向
さ

れ
る
が
、
こ
の
全
体
計
算
に
口
別
・
非
期
間
的
計
算
に
お
い
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
問
題
が
出
て
く
る
。

口
別
計
算
の
結
算
(
門
戸
。
曲
目
白
明
)

と
異
な
る
期
間
計
算
の
決
算

(g-gD口

問

)

が
、
簿
記
処
理
に
大
き
な
問
題
を
出
し
て
く
る
。
こ
の
な
か
に
近
代
会
計
が
成
立
し
て
く

る。
簿
記
計
算
へ
期
間
性
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
算
が
制
度
化
し
て
ゆ
く
が
、
棚
卸
評
価
の
問
題
が
出
て
く
る
。
期
中
に
お
け
る
記

帳
は
勘
定
の
統
括
化
が
進
み
、
元
帳
と
補
助
簿
の
関
係
が
整
備
さ
れ
て
く
る
。
決
算
に
お
い
て
最
終
的
統
括
勘
定
で
あ
る
〔
決
算
〕
残
高

勘
定
や
〔
集
合
〕
損
益
勘
定
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
締
切
り
手
続
き
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
大
陸
法
と
英
米
法
の
違
い
の
問
題
も

出
て
く
る
。
株
式
会
社
の
成
立
、
そ
の
近
代
化
は
資
本
勘
定
を
確
立
し
、
資
本
と
利
益
の
区
分
を
問
題
と
す
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
き
ら
に

貸
借
対
照
表
の
形
成
問
題
も
出
て
く
る
し
、
と
く
に
「
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
」
の
出
現
も
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
期
間
損
益
計
算
を

め
ぐ
る
諸
問
題
の
出
現
で
あ
る
。

十
七
世
紀
後
半
か
ら
、
十
八
世
紀
に
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
経
済
的
優
位
を
占
め
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
会
計
史
的
あ

ら
わ
れ
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
実
践
が
あ
る
。
こ
の
会
計
帳
簿
に
つ
い
て
の
分
析
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本



摘
は
史
料
紹
介
を
主
眼
と
し
て
競
る
こ
と
と
す
る
。

〔
補
註
乙
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
円
昆

E
O
B
8
ピ
可
母
子
ヨ
?

立
間
口
白
ロ
門
凶
行
。

5
5
8
4司司即日同
F

O同
2
n
p
出
ア
回
目
白
円
足
立
目
g
H
N
g
a
-
F
O
E
S
ω
開
む
に
あ
る
。

筆
者
は
昭
和
四
十
七
年
度
立
教
大
営
み
位
外
研
究
員
と
し
ザ
ム
ヘ
昭
和
四
十
七
年
五
月
末
よ
り
四
十
八
年
三
月
ま
で
英
国
に
留
学
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
ゴ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

(
L
・

s-Eν
に
わ
わ
い
て

w
-
T
・
パ
ク
ス
タ

l
教
授
、

B
・

s-
ヤ
l
メ
イ
教
授
の
も
と
で
会
計
学
、

会
計
史
の
勉
強
を
な
し
た
。
ヤ

l
メ
イ
教
授
の
論
文
(
出
・

ω
・
J
E
H
H
5
ア
ω
o
自
由
吋
O
U
町内田山口

5
0
白
山
閉
ざ
与
え
出
口
出
口
口
同
即
日
〉
口
n
oロロ片山口岡山口

HWHM
四
宮
口
品
目
。
Q
l
H
8
0
)

に
よ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
帳
簿
の
存
在
を
知
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
ロ
ツ
ド
ン
の
テ

ム
ズ
川
の
南
岸
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル

l
駅
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
街
は
北
岸
と
南
岸
で
は
様
相
が
一
変
し
、
南
側
は
な
ん
と
な
く
う
ら

ぶ
れ
た
感
じ
の
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
方
々
に
は
暖
い
援
助
を
、
づ
け
た
こ
と
は
感
謝
で
あ
る
。
と
く
に
フ
ァ

l
リ

ン
ト
ン
氏
(
忌
ア
司
常
円
山
口
問
S
る
に
は
世
話
に
な
っ
た
。
氏
と
「
平
戸
商
館
」
と
か
「
三
浦
按
針
」
と
か
、
ま
た
「
桃
太
郎
」

の
話
し
を
し
た
こ

と
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
氏
巳
よ
っ
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
帳
簿
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

門
補
注
二
以
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
は
関
覧
の
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
留
学
中
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
付
の
書
簡
に
よ
っ

て
西
川
孝
治
郎
教
授
か
ら
東
京
大
学
史
料
一
編
纂
所
に
同
社
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
種
々
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
他
民
、
英
・
閥
会
計
制
度
の
比
較
史
的
検
討
き
行
い
た
い
。
な
お
英
国
の
分
に
つ
い
て
も
「
日
本
関
係
海
外
史
料
目
録
イ
ギ
リ
ス
国

所
在
文
書
」
の
目
録
三
冊
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
目
録
の
タ
イ
ト
ル
は

呂
田
件
。
ユ
ロ
即
日
ロ

0
2
5
8門
田
円
冊
目
白
江
口
問

H
O
M
呂
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口
宮
司
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忠
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HH

の
E
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ユ

2
一
〉
ロ
日
ロ

4
2寄
与
え
云
山
口

8
2
5
〉口
A
C
山
由
主
ロ
ロ
由
山
口
H
Y
O
E
U
l

門担吋
M
1
0
問、
H，
vmw
出
向
田
門
白
色
。
間
同
世
間
)
日
戸
山
口
氏
円
ロ
的
門
広
三
四

(ω
窓
円
可
口
出
巾
ロ
帥
白
口

l

}

凸)・、
H
d巾
d
E
4叩吋回目
q
o同
寸

or一可0
・

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
三
五



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

ムノ、

〈

CHEHHH巾
ぐ

H・
吋
宮

CD-芯
品
目
白
色
D
B
ロ
目
立
円
(
目
白
門
回
目
問
。
2

2

E
耳
目
円
以
ー
ヨ
澱
h
R
掌〉。

〈白日ロ
HHH叩
ぐ

HH・
寸

}HOHHロ
吉
弘
田
昌
宏
容
句
即
円
昨
日
目
(
切
円
目
立
与
宮
5
2
B
湾
湖
河
掌
)
。

〈

C
H
E
H叩
〈

HHH
・
3
H叩
C
口
問
仲
叩
門
凶
百
ロ
四
仏

D
S
H
V同
三
日

(
E
E目
白
河
2
0吋
血
。
呂
ロ
日
当
溺
M
N
掌)。

で
あ
る
。
西
川
教
授
の
御
教
示
に
感
謝
す
る
。

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
以
前
の
簿
記
法

現
存
す
る
帳
簿
!
|
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
に
あ
る
元
帳
、
現
金
日
記
帳
は
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
一
六
六
四
年
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
株
式
記
入
帳

(ω
件
。
口
付
旬
。
ミ

S
C
は
一
六
五
七
年
か
ら
二
冊
あ
ろ
。

「
イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
会
社
」
と
総
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
営
的
、
ま
た
企
業
形
態
的
な
内
実
は
幾
多
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。

「
一
五
九
九
年
九
月
二
十
二
日
、
〔
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
ト

i
マ
ス
・
ス
ミ
ス
お
よ
び
リ
チ
ャ

l
ド
・
ス
テ
ィ
パ
ー
そ
の
他
の
ロ
ン
ド
ン
商

入
国
〕
が
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ア
ン
ダ
ー
ス
・
ホ

l
ル
に
会
合
し
、
そ
し
て
衆
議
一
決
し
て
、
こ
こ
に
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の
母
胎
が
成

ハ
1
U

立
し
た
」
。
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
営
業
不
振
を
克
服
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
跳
梁
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
-
設
立
さ
れ
る
。
「
一
六

C
O年
十
ニ
月
三
十
一
日
に
至
っ
て
、

A
V
い
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
よ
り
一
五
年
を
期
限
と
し
て
イ
ン
コ
ー
ポ
レ

l
ト

の
特
許
状
を
賦
与
せ
ら
れ
、
か
く
て
カ
ム
パ
ニ

i
的
外
枠
を
も
っ

ハ
2
)

至
っ
た
の
で
あ
る
L
G

]。一ロ門印円。門
w
n
o口回目
}ω
ロU
1

と
し
て
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
成
立
す
る
に

一
六

O
Q年
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
当
座
的
な
個
別
的
航

海
企
業
の
繰
返
し
で
あ
っ
た
(
個
別
企
業
制
)
。
大
塚
久
雄
教
授
は
「
ロ
ン
ド
ン
(
悶
)
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
呼
ぶ
。
「
一
六
二
一
年
の
第



八
航
海
を
も
っ
て
個
別
的
企
業
制
の
時
代
は
終
り
、
つ
い
で
翌
一
六
一
三
年
に
は
い
わ
ゆ
る
『
第
一
次
合
本
』

(
4
)
 

へ
と
推
移
し
て
ゆ
く
」
、
「
一
六
一
三
年
に
至
っ
て
つ
い
に
旧
来
の
全
く
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
個
別
企
業
制

3
4
m
B
Z
盟
R
5

H
F
O
匂
山
門
的
A
r

』
。
山
口
ヤ

ω件
。
門
付

を
揚
棄
し

を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
合
本
企
業
制
は
右
の
一
六
一
一
一
一
年
よ
り
一
六
五
七
年

(
5
)
 

に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
に
至
る
ま
で
続
く
の
で
あ
る
」
。

て
い
わ
ゆ
る
合
本
企
業
制

C
o
g
H
I
巳

2
5

「
イ
ギ
リ
ス
が
、
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
、
世
界
史
的
に
指
導
的
な
意
義
を
も
っ
独
自
の
発
達
を
示
す
よ
う
に
な

る
の
は
、
十
七
世
紀
半
ば
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
草
命
お
よ
び
王
制
復
古
以
後
の
こ
と
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
以
降
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

(
6
)
 

ド
会
社
は
、
世
界
史
に
お
い
て
最
初
の
『
近
代
的
・
民
主
型
株
式
会
社
』
と
し
て
立
現
わ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
」
。

「
少
く
も
一
六
四

O
年
頃
ま
で
は
依
然
と
し
て
、
第
一
次
的
に
は
カ
ム
パ
ニ
!
の
機
関
た
る
重
役
団
が
企
業
支
配
の
点
に
お
い
て
圧
倒

的
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
総
裁
は
独
裁
的
権
力
を
も
ち
:
:
:
た
と
え
ば
、

一
六
三

0
年
代
『
第
三
次
合
本
』

と
『
第
一
次
ペ
ル
シ
ア
航
海
』
の
合
併
後
に
お
け
る
、
総
裁
モ

l
リ
ス
・
ア
ポ
ッ
ト
の
独
裁
は
特
に
烈
し
か
っ
た
。

『
総
会
』
が
会
計
監

査
に
関
し
て
『
監
査
委
員
会
』
口
。
B
B笠
8
0同

5
4
2己
。
ロ
を
設
け
ん
と
し
た
の
に
対
し
、
彼
は
あ
く
ま
で
こ
れ
を
拒
否
し
、
会
社
の

(

7

)

 

帳
簿
を
一
般
出
資
者
へ
公
開
す
る
こ
と
す
ら
こ
れ
を
禁
止
し
た
」
。

こ
の
点
を
大
塚
教
授
は
総
裁
の
専
制
的
秘
密
主
義
と
い
わ
れ
が
、
こ

「
総
裁
ア
ボ
ッ
ト
が
自
己
の
専
制
的
独
裁
的
経
営
の
内
幕
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
、
会
社
の
会
計

の
公
聞
を
拒
否
し
た
・
・
が
、
か
か
る
専
制
的
秘
密
主
義
は
、
当
座
企
業
制
の
乱
脈
と
相
ま
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
を
き
わ
め
て

(
8
)
 

低
度
な
も
の
に
し
た
」
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
今
日
、
会
計
帳
簿
を
存
在
さ
せ
な
い
|
|
未
発
見
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

l
i理
由

(
9〉

で
あ
ろ
う
。
大
塚
教
授
は
「
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
と
全
く
同
一
の
事
情
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
教
授
は
専
制
型
株
式
会
社

れ
が
会
計
近
代
化
を
大
き
く
阻
害
し
た
。

と
し
て
こ
れ
を
把
握
さ
れ
、

「
終
り
に
い
た
る
ま
で
秘
密
の
中
に
閉
込
め
ら
れ
、
乱
脈
を
き
わ
め
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
さ
れ

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

七



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

/¥ 

て
「
そ
の
簿
記
と
の
対
比
ノ
」
と
い
わ
れ
る
。
会
計
史
の
う
え
で
は
期
間
計
算
の
形
成
に
一
役
か
っ
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
で

あ
る
と
し
て
、
近
代
会
計
の
起
源
を
こ
こ
に
求
め
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
の
研
究
は
他
日
に
ゆ
ず
る
。

大
塚
教
授
は
い
わ
れ
る
。
「
し
か
る
に
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
以
後
こ
の
事
情
は
一
変
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
特
許

状
は
簿
記
の
秘
密
主
義
を
打
破
し
て
監
査
制
度
を
厳
に
し
た
。
こ
れ
は
:
・
:
七
年
な
い
し
三
年
ご
と
の
一
般
的
決
算
に
際
し
て
総
会
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
役
員
が
『
公
平
無
私
な
評
価
』
を
な
す
べ
し
と
い
う
規
定
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
近
代
的
株
式
会
社

(

叩

)

の
公
開
せ
ら
る
べ
き
簿
記
も
ま
た
、
こ
こ
に
世
界
史
に
お
け
る
最
初
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
」
。

一
六
五
七
年
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

の
改
組
に
お
い
て
「
清
算
と
決
算
、
払
一
反
と
配
当
を
未
分
化
の
ま
ま
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
従
来
の
分
割
制

E
4
E
B
は
企
業
の
永
続
化

(

臼

)

と
と
も
に
全
く
揚
棄
せ
ら
れ
、
本
来
の
姿
の
配
当
制
|
|
す
な
わ
ち
利
潤
部
分
の
み
の
分
配
ー
ー
ー
が
確
立
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
」
。

」

v
」

に
複
式
簿
記
に
よ
る
資
本
・
利
潤
計
算
の
必
要
が
確
定
し
た
。
こ
れ
が
現
存
す
る
会
計
帳
簿
の
基
礎
過
程
で
あ
る
。

一
六

O
O年
か
ら
一
六
六
四
年
に
至
る
ま
で
会
計
帳
簿
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
七
世
紀
の
初
頭
、
簿
記
計
算
に
は
近

代
化
u
期
間
計
算
化
が
始
ま
る
と
き
で
あ
る
。
す
で
に
十
六
世
紀
の
な
か
ば
、

一
五
四
三
年
に
は
と
ュ
・
オ
ー
ル
ド
カ
ス
ト
ル
の
簿
記
書

が
最
初
の
英
語
簿
記
書
と
し
て
出
版
さ
れ
、
英
語
簿
記
書
(
英
語
に
よ
る
複
式
簿
記
書
)
が
開
花
す
る
。
こ
こ
に
は
ま
だ
中
世
イ
タ
リ
ア

貸
借
簿
記
法
の
か
げ
が
強
く
っ
き
と
っ
て
い
る
が
、
十
七
世
紀
の
四

0
年
代
よ
り
英
国
簿
記
法
の
独
自
性
が
出
て
く
る
。
簿
記
書
の
出
版

も
多
く
な
る
状
況
で
あ
り
、
カ

l
ぺ
ン
タ

i
p・
9
弓

gぢ
る
は
「
商
人
は
精
力
的
に
逢
か
に
印
度
ま
で
馳
せ
て
ゆ
く
」

Q
S立
問
司

a
Z
B
B
2
2口
比
呂
2
8
g円
包
宮
含
凶
)

と
い
う
詩
を
タ
イ
ト
ル
頁
に
つ
け
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
実
務
に
つ
く
こ
と
を
感
謝
し
た

簿
記
書
〔
口
封
切
叩

E
2
w
』
・
(
?
の
・
の

gcu
〉
号
。
回
汁
肘

M
内

no--g円

E
2
2
2
-。
口
町
O
吋

5
0
何

M
g
a
g品
目

um丘町ロ門

}
3
3
z
m
z
m
R
i

宮
山
口
広
切
。

cw目
。
『
〉

2
0ロロ門的、
ヴ
山
「
戸
1
同
一
可
。
同
ロ

σσ
け

O
吋

田

口

Q
の
円
。
(
同
位
。
円
切

山片付
mw円

H
V叩
円
円
由
民
国

D

7
向
山
口
口
自
門

F
o
ロ仏
O
ロ
-

H

∞ω
N〕

を
出



し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
東
イ
ン
ド
会
社
の
簿
記
実
務
は
ど
う
展
開
し
た
か
。
カ
ー
ベ
ン
ダ
ー
の
簿
記
書
を
み
る
と
き
期
間
計
算
と
か

(
刊

μ
〉

仕
訳
の
統
括
化
な
ど
な
く
「
十
五
世
紀
グ
ェ
ニ
ス
簿
記
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

Q

ハ
ン
タ
ー
は
「
会
社
白

身
完
全
な
、
か
っ
継
続
的
な
会
計
諸
表
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
が
う
た
が
わ
し
い
。
こ
の
会
社
の
簿
記
は
い
ぜ
ん
と
し
て
中
世
タ
イ
プ

(
時
)

の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
歩
的
で
は
あ
る
が
複
式
簿
記
法
で
あ
っ
た
ろ
う
。

各
航
海
ご
と
の
当
座
的
個
別
企
業
は
継
続
的
資
本
の
会
社
形
態
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
簿
記
も
非
期
間
計
算
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

複
式
簿
記
法
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
十
六
・
七
世
紀
で
は
普
及
が
完
全
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
簿
記
計
算
の
秘
密
主

主
誌
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
、
帳
簿
を
戒
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
そ
の
先
行
者
た
ち
の
な

(
M
)
 

そ
の
会
計
を
な
そ
う
と
努
力
し
て
い
た
」
。
東
イ
ン
ド
会

か
で
一
般
的
で
あ
っ
た
簿
記
法
よ
り
も
、
よ
り
科
学
的
な
簿
記
法
に
お
い
て
、

社
の
多
く
の
社
員
は
複
式
簿
記
法
の
優
利
性
を
知
っ
て
い
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
初
期
時
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
他
の
諸
会
社
に
く
ら
べ

て
進
歩
し
た
簿
記
組
織
を
も
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
帳
簿
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
企
業
形
態
に
関
連
が
あ
る
。
実
に
イ
ギ
リ
ス
の
』
0

円三
tωgnw
口
。
包
宮
口
吋

(

お

〉

せ
ら
れ
た
の
は
一
六
六
二
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
条
例
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
本
格
的
な
株
式
会
社
形
態
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ

に
お
い
て
全
社
員
の
有
限
責
任
が
決
定
的
に
導
入

に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
帳
簿
が
整
っ
て
き
た
。

(

1

)

大
塚
久
雄
著
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集
第
一
巻
)
四
四
三
頁

(

2

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
四
四
七
頁

〈

3
〉
大
塚
教
授
は
一
六
O
一
年
の
第
一
次
航
海
か
ら
二
ハ
一
一
一
年
ま
で
を
八
つ
の
航
海
企
業
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
四
五
二
頁
の
注
に
お
い
て
「
一

二
航
海
と
す
る
人
も
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
が
、
間
-
Z
・
の
町
出
足
吉
子
寸
耳
切
口
色
町
田
ゲ
何
回
叩
け
同
ロ
品
目
目
。
。
当
日
出
ロ
リ
F

寸
}
M
o
m
E門凶吋口同

S
H
U
E吋

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

九



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

四
0 

』

OHE・ω円

o
n
w
g
B宮
口
可

5
0
0
l
H
2
0
・
F
O
E
S
-
5
2
に
お
い
て
は
十
二
次
航
海
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
の
二

O
九
頁
の
第
八
表
「
個
別
的

航
海
企
業
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
資
本
金
と
利
潤
率
一
覧
表
」
参
照
。
こ
の
表
で
は
一
六
一
一
年
に
は
四
次
に
わ
た
る
航
海
企
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
出
資
と
経
営
と
の
関
連
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
不
明
確
さ
と
で
も
い
う
点
が
「
当
座
的
性
格
」
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

(
4
〉
大
塚
久
雄
前
掲
書
四
五
三
貝

(

5

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
四
七

O
頁

(

6

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
四
七
一
官
民

(

7

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
四
八
二
頁

(

8

)

大
塚
久
雄
前
掲
室
田
五

O
O頁
補
注
(
簿
記
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
つ
い
て
)

(

9

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
五

O
O頁
向

上

(
刊
)
大
塚
久
雄
前
掲
書
五

O
O頁
向

上

(
日
)
大
塚
久
雄
前
掲
書
四
九
九
頁

(
ロ
)
小
島
男
佐
夫
『
英
国
簿
記
発
達
史
』
第
九
章
カ

l
ベ
ン
タ

I
簿
記
書
の
研
究
三

O
一
頁

(
日
)
者
・

4
『
・
出
E
Z♂
〉
呂
田
件
。
ミ
丘
四
円
昨
日
間

F
H
E
F
ぐ

c
-
-
F
H
U
E
-
3・
H
ロ
ω・
高
寺
貞
男
『
会
計
政
策
と
簿
記
の
展
開
』
第
二
十

二
章
イ
ギ
リ
ス
式
貸
借
対
照
表
の
初
期
の
歴
史
四
三

O
頁
参
照

(

H

)

4
〈

-MN・
ω
8
2
・↓
vo
〔
リ
ロ
ロ
丘
町

E
t
o口
田
口

a
E
Eロ
円
。
。
同
開
口
四
日
目
印

Y
ω
g
E田
町
田
口
品
目
円
同
凹

F
H
aロ
デ

ω円
。
口
討
の

D
B宮
巳
目
的

g
H叶
N0
・

HNOH)
ユロ
f
z叩耳

J
円

OH-wwH由
2
・
J
1
0
-

・
?
?
H
m∞・

(
臼
)
大
塚
久
雄
前
掲
書
四
九
二
頁
参
照

会
計
帳
簿
の
組
織
・
体
系

(
史
料
!
ー
ー
そ
の
一
)

イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
の
会
計
帳
簿
の
構
成
。
こ
れ
ら
は
十
四
の
部
門
に



分
類
さ
れ
る
帳
簿
群
よ
り
な
る
が
、
株
式
記
入
帳

3
g岳
』

0
5
5
3
の
ご
と
き
は
一
六
五
七
年
よ
り
存
在
し
て
い
る
。
記
帳
の
事
実

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
六
六
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
大
火
に
も
焼
の
こ
り
、
ま
た
第
三
次
大
戦
に
も
の
こ
っ
た
も
の
で
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
総
勘
定
元
帳
。
全
体
で
八
十
七
巻
あ
る
が
、
一
一
一
十
九
巻
ま
で
円
一
六
六
四
年
よ
り
一
八
七

O
年
ま
で
〕
は
一
冊
ず
つ
で
あ
る
が
、

一
八
七

O
年
四
月
か
ら
は
元
帳
が
二
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。
第
二
部
は
イ
ン
ド
の
保
証
鉄
道
会
社
の
資
本
H

保
証
勘
定
を
含
む
。
こ
れ

ら
の
鉄
道
会
社
、
非
保
証
鉄
道
会
社
の
資
金
や
一
般
管
理
費
は
第
一
部
に
あ
る
。

一
九
二
四
年
か
ら
は
会
計
財
務
年
度
の
す
べ
て
の
勘
定

は
一
つ
の
元
帳
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
亡
く
最
近
ま
で
帳
簿
は
継
続
し
て
い
る
が
、

一
六

O
O年
に
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社

と
し
て
成
立
し
、

一
六
六
二
年
に
「
株
式
会
社
L

と
な
る
。
企
業
形
態
と
し
て
株
式
会
社
と
な
る
が

。E
2
2
a
(リ

0
5日
出
口
吋

と
い
う

勅
許
特
権
会
社
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、

一
八
五
七
年
か
ら
一
八
五
九
年
に
か
け
て
の
セ
ポ
イ
の
反
乱
の
う
ち
に
印
度
統
治
改
善
法
が
施
行

さ
れ
、
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
東
イ
ン
ド
会
社
の
株
価
は
高
騰
し
た
。
こ
れ
を
利
子
と
と
も
に
イ
ン
ド
の
負

担
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
政
庁
の
財
政
に
よ
っ
て
返
済
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

近
代
的
株
式
会
社
の
、
そ
し
て
大
塚
教
授
に
よ
る
民
主
型
株
式
会
社
の
先
駆
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド

搾
取
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
た
。
こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
会
計
技
術
も
制
度
も
十
七
・
八
世
紀
の
先
頭
を
切
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
で
半
植
民
地
か
ら
プ
ラ
ッ
シ

l
の
戦
(
一
七
五
七
年
〉
を
へ
て
、
完
全
に
英
国
に
従
属
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
過
程
を
会
計
数
値

に
よ
っ
て
示
す
も
の
が
、
こ
の
帳
簿
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
元
帳
の
第
一
巻
に
は
資
本
金
在
高
の
費
約
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
現
金
元
帳
色
白
日

}HZ(紅
白
凹
)
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

元
振
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

四



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
四
二

第
二
の
分
類
は
]
U

コ〈白
H

O

H
，白色。

Fa問
自
白
で
、
そ
の
記
帳
年
代
は
明
ら
か
に
な
し
え
な
か
っ
た
が
、
統
括
勘
定

(no
ロけ円。
-
m
n
n
o

giけ
る
の
み
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
に
は
詳
細
な
記
入
を
な
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
七
分
類
に
司
ユ

g芯
吋
E
Q
O
』

SHE-ω
が
二
冊
あ

っ
て
、

一
八
一
二
年
五
月
よ
り
一
八
四
二
年
四
月
ま
で
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
分
類
は

社
債
一
元
帳
(
一
切
O
尽
円
、
丘
問
。
門
的
)
と
株
式
一
苅
帳

3
8円
W
F
E
m耳
目
)
で
あ
る
。
第
四
分
類
は
送
金
元
帳
(
岡
山
2
E
2
8
2
F
E問
。
門
的
)
お
よ

び
出
資
者
持
株
簿

(Fa四
四
円
〉
σ己
5
2ろ
で
あ
る
。
前
者
は
分
類
は

4
/
1
(
一
八
三
四
年
五
月
よ
り
一
八
六
八
年
五
月
ま
で
)
か
ら

4
/
7

(
一
九
二
五
・
六
年
よ
り
一
九
二
九
・
三

O
年
ま
で
)
の
七
巻
よ
り
な
る
。
後
者
は

4
/
8
よ
り
4
/泊
ま
で
で
あ
る
が
、

4
/臼
巻
は
一
九
四

五
・
六
年
よ
り
一
九
五
一
・
二
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
三

O
年
ま
で
の
も
の
ま
で
も
含
め
て
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
帳
簿
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
経
営
と
の
関
連
は
学
問
上
は
一

致
し
な
い
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
単
な
る
商
事
会
社
で
な
く
、
植
民
地
支
配
の
国
策
会
社
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

第
五
分
類
以
下
は

H
O
ロ円
Hg-
で
あ
る
。
ま
ず
第
五
分
類
は
現
金
日
記
帳
で
あ
る
。
第
一
巻
は
一
六
六
四
年
八
月
よ
り
三
ハ
六
九
年
五

月
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
帳
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
九
十
人
巻
は
一
九
二
二
・
三
年
か
ら
一
九
一
二
一
了
四
年
に
わ
た

る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ニ
冊
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
九
十
九
お
よ
び
一

0
0巻
」
と
「
一

O
一
お
よ
び
一

O
二
巻
」
で
あ
る
。

巻
あ
る
が
、

第
六
分
類
は
商
業
日
記
帳

(
C
B
5
2
2
守
口
百
回
目
)
で
二
十
九
巻
あ
ろ
。
第
七
分
類
は
前
述
の
甲
山
〈
氏
。
叶
話
含
守
口
円

5
2
で
、
二

一
八
二
一
年
五
月
よ
り
一
八
三
二
年
四
月
ま
で
の
帳
簿
と
一
八
三
二
年
五
月
よ
り
一
入
四
二
年
四
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

第
八
分
類
は
社
債
日
記
帳
(
閃
C

E

守

R
E
C
で
二
巻
あ
る
。
第
九
分
類
は
土
地
日
記
帳

(寸叩耳目件。ユ回目
M
C
C
H
H
H
と
と

で
四
巻
あ
る
。

地
税
制
度
の
会
計
的
な
現
わ
れ
。
第
一

O
分
類
は
株
式
日
記
帳
で
、
一
一
巻
あ
る
が
、
日
/
1
は
一
六
五
七
年
十
一
月
か
ら
一
六
六
九
年
五

月
ま
で
で
あ
り
、
日
/
2
は
一
六
八
二
年
五
月
よ
り
一
六
八
八
年
四
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
二
分
類
の
株
式
元
帳
に
対
応
す



る
が
、
元
帳
年
代
と
一
致
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
は
調
べ
な
か
っ
た
。
第
十
一
分
類
は
利
息
日
記
帳
で
二
巻
あ
る
。
日
/
1
は
一
ム
ハ
七

六
年
一
月
か
ら
二
ハ
八
一
年
六
月
ま
で
の
も
の
、
日
/
2
は
一
六
八
一
年
七
月
か
ら
一
六
八
四
年
六
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
第
十
二
分

類
は
大
量
に
現
存
し
て
い
る
送
金
日
記
帳
(
月
四

5
5
8円
。
』
。
口
百
回
目
白
〉

で
あ
る
。

ロ
/
1
と
分
類
さ
れ
る
も
の
は
一
八
三
四
年
五
月
よ

り
一
八
四
三
年
四
月
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ロ
/
必
は
一
九
二
一
年
・
二
年
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

〈
。

-
c
g
g
H・
と

し
て
ロ
/
叫
(
一
九
二
二
・
三
年
)
か
ら
ロ
/
町
(
一
九
三
八
・
九
年
よ
り
一
九
五
一
・
二
年
)
ま
で
あ
り

J10-zggN・

は
一
九
二
二
・

年
の
ロ
/
回
か
ら
一
九
二
九
・
三

O
年
の
ロ
/
臼
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
記
帳
の
附
録
」
と
し
て
、
第
十
三
分
類
は
一
般
商
業
日
記
帳

3
8
2
m
二リ
0
5
5
2
2
H。
55σ
で、

四
巻
あ
っ
て
、

/に

四
年
五
月
よ
り
一
八
一
二
年
四
月
ま
で
が
第
一
巻
で
あ
る
が
、
第
四
巻
は
一
八
三
二
年
五
月
よ
り
一
八
三
四
年
四
月
ま
で
で
あ
る
。
最
後

は
第
十
四
分
類
と
し
て
一
般
現
金
日
記
帳
で
二
十
二
巻
あ
る
。
第
一
巻
は
一
八
二
八
年
九
月
よ
り
一
八
三

O
年
二
月
ま
で
で
あ
り
、
第
二

十
二
巻
は
一
入
五
八
年
五
月
よ
り
一
八
六
一
年
一
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
附
録
L

は
、
現
金
日
記
帳
、
商
業
日
記
帳
と
ど
う
い

う
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
一
応
の
分
類
を
完
成
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
予
リ
l
で
後
に
な
っ
て
発

見
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
節
は

円
ロ
門
出
m
w
o同
一
『
山
口

O

H

向。nm門
仏
♂

。
口
広
o
H
O
H
F
O
H
N
o
n
o
円向山田
O
同
H
F
叩
〉
円
円
O
R
D
S
巳

。
mHMO円
白
て
印
ロ
叩
同
)
目
立
B
O
E

に
よ
っ
て
綴
っ
た
が
、

フ
プ
リ
ン
ト
ン
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

元
帳

(
史
料
i
iそ
の
一
一
)

総
勘
定
元
帳
は
三
十
九
冊
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
二
ハ
六
四
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
ド
丘
問
。
同
国

と
よ
ば
れ
る
二
冊
の
帳
簿
か
ら
は
じ

ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
司
三
宮
回
目
l
ミ
日
と
司
三
宮
田
N

苫

igω
よ
り
な
る
も
の
で
、
分
類
番
号
は
前
者
は
円
、
¥
〉
¥
の
¥
H
h
b、
後

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

四



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

四
四

者
は
円
、
¥
〉
¥
の
¥
同
¥
H
¥
ω

で
あ
る
。

1
/
2
と
し
て
元
帳
が
は
じ
ま
る
が
、

-
/
1
に
あ
た
る
も
の
は

国

0
5
0
自
己
2
5
2円・

J10--H
で、

一
六
三
二
年
よ
り
一
六
四

年
ま
で
の
も
の
で
、
後
世
に
な
っ
て
製
本
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
ち
与
g
z
u
x
E企
2
0同
〕
三
一
ω今
日
0吋
DH
叩け
onw
。同〕
X
Z
R
n
y
r
o同円、
c
E
O
L
E
Q山口問

5
0
H
W
P
2
E
2
2
1
・
ZAF一
円
。
司
D
円

F
O
R
2
5
H
U
H
O同
日

HHHHVZ山口
HH2

と
い
う
見
出
し
で
、

四
三
葉
(
片
面
の
み
)
よ
り
な
っ
て
い
る
。

」
れ
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
改
革
以
前
の

も
の
で
あ
る
。
第
三
次
合
本
の
記
録
で
あ
る
が
、
不
況
に
く
る
し
ん
だ
第
三
次
合
本
で
あ
っ
た
。

つ
い
で
、
己
注

OHkr仏
4
3
2
2田
口
ω
s
a
g
a
色。口付回
u
g
u
d
(
一
六
七
五
年
の
投
資
家
名
簿
お
よ
び
株
数
表
)

が
四
四
葉
に
の
っ
て
い

る
が
、
そ
の
裏
面
に
切
丘
町
ロ
2
0同
F
o
g
o
n
w
z
o
w
E
K戸
間
)
門
戸
口
広
寸
印
〈
二
ハ
七
五
年
四
月
の
株
式
帳
簿
在
高
)

と
い
う
見
出
し
で
一
つ

の
表
が
の
っ
て
い
る
。
人
名
の
頭
文
字
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
な
ら
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
そ
の
総
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
総
株
式
金
額
合
計
は

h
ω
2
・∞出
i

目的・

10白
・
で
あ
る
。

八
九
葉
に
回
目
出
向
ロ
2
0町
長
四

ω件。円}門出
g
w
g
F
σ
戸
山
田
汁
え
り
叩
円
四
i

s
σ
2
5
3
(
一
六
七
五
年
十
二
月
三
十
一
日
株
式
帳
簿
在
高
〉
が
の
っ
て
い
る
。

こ
の
表
に
よ
る
と
五
五
四
名
の
株
主
数
で
あ
る
こ
と
を
知

る
が
、
総
株
式
金
額
合
計
は
前
表
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
一
九
葉
に
〉
S
F山
吉
門
仲
間
，
C
吋
巴
2
ロ
S
F
o
E
Z
〉
宵
巴

H
S
H
と
い
う
表
が
の
っ
て
い
る
。
そ
の

KFH匂
}Hmwヴ叩門戸
S--

F
0
2
2的
自
白

ωロ
5
5
2
に
お
い
て
投
資
家
総
数
は
四
六
七
名
で
、
総
株
式
金
額
合
計
は

h
a
?
寸∞
N
l
呂田・

10Q・
で
あ
っ
た
。

A
B
C
順

に
な
ら
べ
る
が
、
筆
頭
に
は
国
王
(
↓

Z
同
広
間
)
と
記
さ
れ
、
七

0
0
0ポ
ン
ド
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
。

一
四
九
葉
に
は

〉
日
目
)
}
同

i

ωヴ
0
3
w
吋。吋

HF巾
】
印
h
J
k
r
宮
・
ロ
ア
民
泊
ω
が
の
っ
て
い
る
が
、

そ
の
〉
Z
H
3
2
(要
約
)
に
お
い
て
は
総
株
式
金
額
は
同
じ
で
あ
る
が

投
資
家
総
数
は
四
四
九
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
筆
頭
株
主
は
国
王
で
あ
る
が
間
宮
回
目
邑

ρロ
2
5
と
記
さ
れ
、
七

O
O
Oポ



ン
ド
の
株
式
を
所
有
し
て
い
る
。

一
五
一
葉
か
ら
一
六
五
葉
ま
で
。
こ
れ
が
最
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
〉
口
〉

n
gロ
巳
え
匹
∞
〉
門
誌

E
S
P
-
m
g
n付
句
向
日
仏
吉
宮
m
w
M

有田三

T
5
5
8
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
雑
多
な
記
録
を
一
冊
と
し
た
も
の
が
、
元
帳
分
類
の
は
じ
め
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
に

あ
る
元
帳
そ
れ
自
身
は
失
わ
れ
て
お
り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

一
見
帳
は
「
B
元
帳
」
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
二
ハ
六
四
年
八
月
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
に
い
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
大
塚
教

授
が
っ
と
も
か
く
近
代
的
株
式
会
社
の
公
開
せ
ら
る
べ
き
整
然
た
る
簿
記
も
ま
た
、
こ
こ
に
、
世
界
史
に
お
け
る
最
初
の
姿
を
あ
ら
わ
し

た
」
)
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
帳
は
二
冊
よ
り
な
る
が
、
そ
こ
に
は
、
同
本
国
職
員
の
給
料
勘
定
、
同
船
員
給
料
勘
定
、
同
船
主
勘

定
、
同
商
品
売
買
勘
定
l
l
lこ
の
帳
簿
で
は
口
別
の
商
品
名
勘
定
で
あ
る
が
、
ま
だ
胡
栂
勘
定
が
重
要
性
を
も
っ
て
い
る

例
卸
売
商
の

も
と
に
あ
る
商
品
勘
定
、
ゆ
財
貨
購
買
勘
定
、
同
日
u
巾

3
8回
目
。
包
吉
岡
民

3
3
丸
山
口
円
。

5
丘
、
同
船
長
勘
定
、
川
会
社
へ
の
財
貨
供
給
者

勘
定
、
川
海
外
事
業
所
勘
定
、

ω下
賜
金
勘
定
、
川
利
息
勘
定
と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
引
受
ら
れ
た
株
式
の
額
に
対
す
る
義

務
を
示
す
勘
定
は
な
い
が
、
独
立
の
株
式
元
帳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

B
元
帳
に
つ
い
て
は
次
節
に
お
い

て
再
度
問
題
と
す
る
。
な
お
、
形
式
的
な
特
色
と
し
て
、
本
帳
簿
に
お
い
て
は
横
罫
が
引
か
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
元
帳
の
分
類
番
号
と
記
帳
年
代
を
一
不
し
、
若
干
の
解
説
を
加
え
た
い
。

元
帳

c
p
¥〉
¥
の
¥
同
¥
同
¥
品
)
は
一
六
六
九
年
四
月
よ
り
一
六
七
一
年
四
月
ま
で
に
お
よ
ぶ
も
の
。
元
帳
D
〈

1
/
5
1
1
こ
れ
は
亡
〉
¥

の
¥
H
D
訟
で
あ
る
が
略
一
示
し
た
。
以
下
こ
の
よ
う
に
示
す
こ
と
と
す
る
)

は
一
六
七
一
年
五
月
よ
り
一
六
七
三
年
七
月
ま
で
に
及
び
、
個
人
的

な
投
資
家
に
対
し
て
支
払
う
株
式
や
借
入
金
利
子
の
勘
定
と
い
う
見
出
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
元
帳
E
(
1
/
6
)
ぽ
一
六
七
三
年
八
庁

よ
り
一
六
七
五
年
十
二
月
ま
で
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

コ
一
四
五



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

一
四
六

元
帳
F
(
1
/
7
U
は
一
六
七
六
年
一
月
よ
り
一
六
七
八
年
五
月
ま
で
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
前
述
の
出
0
5
0
ω
2
5

宮
』
門
的
寸
。
-
-
戸
に
の
っ
て
い
る
「
一
六
七
五
年
四
月
現
在
の
株
式
帳
簿
の
在
高
」
の
総
計
が
ー
す
な
わ
ち
総
株
式
金
額

hagゐ
記
|
町
田
・

1
2・
の
開
始
在
高
を
も
っ
た
出
資
者
一
五
帳
勘
定
を
含
ん
で
い
る
。

元
帳
G
(
1
/
8
)
は
一
六
七
八
年
一
月
よ
り
一
六
永
二
年
一
月

ま
で
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
元
帳
H
(
1
/
9
)
は
一
六
八
二
年
一
月
よ
り
、

一
六
九
四
年
六
月
ま
で
の
相
当
の
長
期
間
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
間
に
一
六
八
八
年
に
は
名
誉
革
命
が
行
わ
れ
、
封
建
的
地
主
階
級
に
対
し
て
産
業
資
本
家
層
が
政
治
的
・
経
済
的
に
優
位
を
占

め
る
こ
と
と
な
る
。

元
帳
J
(
1
/叩
)
ほ
一
六
九
四
年
七
月
か
ら
一
七

O
三
年
八
月
ま
で
に
わ
た
る
帳
簿
で
あ
る
。
こ
の
巻
に
お
け
る
多
く
の
勘
定
は
最

終
締
切
り
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
会
社
ハ
合
同
東
イ
ン
ド
会
社
)
と
の
特
別
の
調
整
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
巻

か
ら
海
外
の
事
業
所
の
勘
定
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
補
助
元
帳
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ち
れ
る
。

合
同
東
イ
ン
ド
会
社
の
形
成
。

「
名
誉
革
命
後
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
政
権
を
あ
た
か
も
象
徴
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ト
l
リ
i
ズ
の
会

社
企
業
と
ホ
ィ
ッ
グ
ズ
の
会
社
企
業
と
の
聞
に
和
解
と
抱
合
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
七

O
一
一
空
ー
に
七
年
間
の
期
限

で
両
社
の
聞
に
一
種
の
カ
ル
テ
ル
契
約
、
す
な
わ
ち
『
双
方
か
ら
の
同
数
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
に
よ
る
経
営
』

が
成
立
し
、
そ
し
て
こ
の
期
間
満
了
後
、
両
社
は
株
式
交
換
に
よ
っ
て
完
全
じ
合
併
し
、

る
も
の
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
合
同
東
イ
ン
ド
会
社

d
E
H
a
n
o
g勺
mg可
C

町
民

2
各
自
S
E
E
M四
宮
ロ
仏
可
mwQE関
宮
件
。

ハ
2
〉

匹
。
何
日
付

H
D
門
回
目
白
田
な
の
で
あ
る
」
。
歴
史
的
過
程
は
、
簡
単
で
な
く
、
き
わ
め
て
複
雑
な
道
を
た
ど
っ
て
い
る
と
大
塚
教
授
は
い
わ
れ
る

一
種
の
東
イ
ン
ド
貿
易
ト
ラ
ス
ト
と
も
停
ば
れ

が
、
こ
の
会
計
的
あ
ら
わ
れ
が
一
月
帳
K
(
1
/日
)
と
元
帳
B
(
l
/ロ
)
と
の
間
に
あ
る
。

元
帳
K
(
1
/日
)
は
一
七

O
一
一
一
年
九
月
よ
り
一
七
二
二
年
一
月
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、

ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の
最
後
の
元



帳
で
あ
っ
て
、
こ
の
巻
も
前
巻
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の
勘
定
の
締
切
り
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

合
同
東
イ
ン
ド
会
社
の
元
帳
は
元
帳
B
(
1
/ロ
)
か
ら
と
な
っ
て
い
て
、

一
七

O
五
年
六
月
か
ら
一
七

O
九
年
四
月
ま
で
の
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
ま
た
B
、

c、
D
・
:
・
:
と
あ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
会
社
の
帳
簿
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。

K
元
帳
と
つ
ぎ
の

B
元
帳
の
聞
に
は
A
元
帳
が
あ
っ
た
。
と
れ
は
お
そ
ら
く
一
七

O
コ
一
年
九
月
か
ら
一
七
の
五
年
五
月
ま
で
の
期
間
に

わ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
存
在
が
現
金
日
記
帳
〔
現
金
仕
訳
帳
〕
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
対
応
し

て
い
る
日
記
帳
〔
現
金
仕
訳
帳
〕
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

一
七

O
一
一
一
年
九
月
か
ら
一
七

O
九
年
五
月
ま
で
の
も
の
に
含
ま
れ
、

戸
¥
〉
¥
の
¥

同
¥
日
¥
∞
と
い
う
分
類
番
号
で
あ
る
。
現
金
仕
訳
帳
の
九
巻
の
終
り
と
一

C
巻
。
¥
包
O
)

の
は
じ
め
に
か
け
て
の
期
聞
が
、

元
帳
と
し
て

存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
た
。
な
お
現
金
仕
訳
脹
一

O
巻
は
一
七

O
五
年
五
月
か
、
り
一
七
一
四
年
六
月
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

新
し
い

B
元
帳
は
合
同
東
イ
ン
ド
会
社
の
最
初
の
現
存
し
て
い
る
元
帳
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
東
イ
ン
ド
会
社
が
株
式
会
社
と
し
て
本

格
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
社
の
紋
章
も
き
ま
っ
て
く
る
が
、

B
元
帳
、

C
元
帳
に
は
表
紙
に
紋
章
が
つ
い
て
い
な
い
。

B
元
帳

(
1
/ロ
)
。
こ
れ
は
一
七

O
五
年
六
月
か
ら
一
七

O
九
年
四
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
補
助
簿
と
主
要
簿

1
元
帳
と

の
対
応
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
株
式
、
社
債
、
借
入
金
な
ど
に
つ
い
て
の
取
引
の
記
帳
関
係
が
対
応
し
て
、
帳
簿
組
織
が
整
備
さ
れ

て
え
る
。

C
元
帳

(
1
/日
)
は
一
七

O
九
年
五
月
よ
り
一
七
一
四
年
六
月
ま
で
の
も
の
。

D
元
帳

(
1
/凶
)
は
一
七
一
四
年
七
月
よ
り
一
七

二
O
年
六
月
ま
で
。

E
一元帳

(
1
/
日
)
は
一
七
二

O
年
七
月
よ
り
一
七
二
八
年
六
月
ま
で
の
も
の
。

F
元
帳
は

(
1
/国
)

一
七
二
八

年
七
月
よ
り
一
七
三
五
年
六
月
ま
で
。

G
元
帳

(
1
/口
)
は
一
七
三
五
年
七
月
よ
り
一
七
四
三
年
六
月
ま
で
の
も
の
。

H
元
帳

(
1
/

日
)
は
一
七
四
二
年
七
月
よ
り
一
七
五

O
年
六
月
ま
で
。
I
元
帳
〈
1
/四
)
は
一
七
五

O
年
七
月
よ
り
一
七
五
六
年
六
月
ま
で
の
帳
簿
で
あ

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

四
七



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
四
八

る
二
七
三

0
年
代
に
は
取
得
価
格
に
も
と
づ
く
固
定
資
産
の
評
価
認
識
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
減
価
償
却
が
指
向
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

K
一見帳

(
1
/加
)
は
一
七
五
六
年
七
月
よ
り
一
七
六
二
一
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る
が
、
年
次
決
算
が
こ
の
帳
簿
よ
り
始
ま
る
。

一
六
六

四
年
帳
簿
か
ら
す
で
に
期
間
計
算
が
な
υ

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
七
年
な
い
し
三
年
の
決
算
で
あ
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
年

次
計
算
へ
と
展
開
す
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
な
か
ば
で
あ
っ
た
Q

J
と
い
う
記
号
の
帳
簿
は
存
在
し
て
い
な
い
。

J
と
I
は
同
じ
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

-
元
帳
、

K
元
帳
を
通
じ
て
、
年
次
決
算
も
形
成
さ
れ
、
固
定
資
産
の
認
識
が
、
評
価
と
い
う
手
続
き
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
く
る
。
こ

」
に
近
代
会
計
の
方
向
が
明
確
に
指
向
さ
れ
る
。

L
元
帳

(
1
/幻
)
は
一
七
六
三
年
七
月
よ
り
一
七
六
九
年
六
月
ま
で
の
も
の
。
と
の
時
期
に
地
税
制
度
を
確
立
さ
せ
、
行
政
収
入
が

増
大
す
る
。

M
元
帳

(
1
/辺
)
は
一
七
六
九
年
七
月
よ
り
一
七
七
三
年
六
月
ま
で
。

N
元
帳

(
1
/お
)
は
一
七
七
三
年
七
周
よ
り
一

七
七
九
年
六
月
に
お
よ
ぶ
。

O
一元帳

(
1
/
弘
)
は
一
七
七
九
年
七
月
よ
り
一
七
人
五
年
六
月
ま
で
。

P
元
帳

(
1
/
お
)
は
一
七
八
五

年
七
月
よ
り
一
七
八
九
年
六
月
に
お
よ
ぶ
。

Q
一元帳

(
1
/
お
)
は
一
七
八
九
年
七
月
よ
り
一
七
九
三
年
六
且
ま
で
。

R
元
帳

(
1
/幻
)

は
一
七
九
三
年
七
月
よ
り
一
七
九
六
年
六
且
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

S
元
帳

(
1
/話
)
は
一
七
九
六
年
七
月
よ
り
一
八

O
一
年
六
耳
ま

で
の
も
の
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
十
九
世
紀
に
入
る
こ
と
と
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
隆
盛
を
極
め
る
と
き
で
、
オ
ラ
ン
ダ
が
東
南
ア
ジ
ア
全

域
で
哀
退
の
色
を
こ
く
す
る
。
そ
し
て
一
七
九
九
年
十
二
月
三
十
一
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
解
散
す
る
。

T
一冗帳

(
1
/

却
)
は
一
八

O
一
年
七
月
よ
り
一
八
一
一
年
六
月
ま
で
の
も
の
。

U
元
帳

(
1
/お
)
は
一
人
一
一
年
七
点
よ
り
一
八
一
四
年
四
月
ま
で

の
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
こ
の
巻
の
見
出
し
索
引
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

つ
い
で

A
A
元
帳

(
F
a
ぬ
耳
〉
〉
)
こ
な
る
が
、
二
巻
よ
り
な
っ
て
い
る
。

1
/引
は
旬
。
戸
O
由

H
l色
一
ー
で
あ
り
ヲ
込
山
Oω

お
∞
|
∞

g



が

1
/幻
で
、

一
八
一
四
年
五
月
よ
り
一
八
一
一
一
四
年
四
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
か
ら
の
七
冊
に
は
元
帳
名
は
な
い
。
-
/
誌
は
一

八
三
四
年
五
月
よ
り
一
八
五
四
年
四
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

-
/
出
は
一
八
五
四
年
五
月
よ
り
、

一
八
六

O
年
四
月
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
第
三
一
十
四
巻
が
つ
け
ら
れ
た
時
期
に
、
す
な
わ
ち
一
八
五
八
年
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
業
務
停
止
の
年
で
あ
る
。
こ
こ

に
イ
ギ
リ
ス
植
民
政
策
が
完
成
し
て
く
る
。
英
国
王
の
治
下
に
イ
ン
ド
が
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

-
/
お
は
一
入
六

O
年
五
月
よ
り
一
八
六
二
年
四
月
ま
で
に
お
よ
ぶ
元
帳
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
の
瀕
繁
な

取
引
が
韻
ら
れ
て
い
る
し
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
鉄
道
会
社
の
投
資
勘
定
で
あ
る
。
た
と
え
ば
目
。

s
g可
E
円
。
含

E(日
のの口付円即日

HDemw
何回門戸
7
5吋
の
O
B
B
P
Uご

nM4-g-
と
い
う
勘
定
旬
。
]
・
呂
)
、
と
か
の
と
円
三
円
m
E
E
ω
Q己門
V

H
何
回
印
門
司
自
何
回
HZMHU1nOBH)guJ

口
町
凶
℃

FS-
と
い
う
勘
定

20--
叶
む
な
ど
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
横
罫
が
引
か
れ
て
お
り
、

一
六
六
四
年
帳
簿
と
く
ら
べ
る
と
き
、
会
計

帳
簿
と
し
て
極
め
て
と
と
の
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

-
/
却
は
一
八
六
二
年
五
月
よ
り
一
八
六
四
年
四
月
ま
で
あ
り
、
-
/
訂
と
し
て
一
入
六
四
年
五
月
よ
り
一
八
六
六
年
四
月
ま
で
の
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て

1
/お
は
一
八
六
六
年
五
月
よ
り
一
八
六
八
年
五
月
ま
で
に
お
よ
び
、
最
後
に

1
/叩
と
し
て
呂
町
∞

¥
2
4
1
1
H∞
S

¥
さ
に
お
よ
ぶ
の
が
、
第
三
十
九
巻
で
あ
っ
た
。

一
八
七

0
年
四
月
以
降
、
元
帳
は
二
部
に
わ
か
れ
る
こ
と
と
な
口
て
、
単
一
の
総
勘
定

元
帳
は
こ
こ
に
終
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
十
九
巻
は
一
六
六
四
年
よ
り
一
八
七

O
年
ま
で
の
約
二

O
O年
に
わ
た
る
も
の
で
、
英
国
資

本
主
義
の
興
隆
が
背
景
に
あ
っ
た
。

(

1

)

』・

4
4
宮
古
B
-
寸

Z
H
N
D
Z
D同〉口
n
o
g
H山口岡山口叶，
Z
悶

8
5
5
M
n
U
0
4巳
D℃
S
O弘
氏
回
世
間
忠
一

5
C
C
H
D
H叶問。

(
d尽
く
叩
円
回
目
与
え

ロロロ
OM曲
目

H
d手
自
由
ー
の
町
田
B
富
山
関
口
百
了
。
-
w
H
U
3
・〉ロ
8
5
2
H
H間
)
w
dロ円
4
2色
々
宮
山
門
円
。
同
ニ
自
由
に
お
い
て
は
円
え
四
耳
切
の
第
一
一
帳
簿

を

Fa岡
市
門
〉
と
し
て
い
る
が
、
私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
間
違
い
で
あ
る
。
ピ
ン
ユ
ン
教
授
は
ド
丘
四
足
切
の
二
冊
を
ド
oa問
。
円
〉
h
w

切
と

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

コ
一
四
九



イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
五
O

し
て
い
る
。

(

2

)

大
塚
久
雄
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
(
大
塚
久
雄
著
作
集

(

3

)

大
塚
久
雄
前
掲
書
五
三
一
一
頁

〈
4
)

近
代
会
計
の
本
格
的
確
立
は
減
価
償
却
法
の
形
成
に
あ
る
。
し
か
し
固
定
資
産
概
念
は
こ
の
方
法
以
前
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
を

示
す
も
の
と
し
て
B
・
s-
ヤ
l
メ
イ
の
研
究
が
あ
る
。
∞
・

ω・
J
E
H
H
5
F
ω
0
8
0
寸
0
1
2
5
5
0
同町田円。弓
-
C
H
Eロ
山
口
己
包
〉
n
n
D
ロロ江口岡

山
口
開
口
四
日
目
白
色
白
8
1
5
0
0
L口
巧
・
戸
回
目
見
叩
吋
〈
丘
・
)
・

ω
2
2
0田
山
口
〉
2
0
5
5戸
間

吋

vocミ
・
円
、
D

邑
o
p
g
s
-
官・

2
・
な
お
、

ヤ

l
メ
イ
の
こ
の
論
文
の
注
五
O
ハ

?ω
む
参
照
。
同
じ
く
、
回
・

ω
・ペ田

5
4一
寸
F

O

U印

4色。匂
5
2汁
え
の
D
B
H
U
田口出、〉口
g
c
D門山口問。
S
4
8
1

2
0
ロ
♂
寸
宵
冊
。
切
m
g
Z
H
N
2
Z
4
3
ω
召
古
田
宮
門
呂
町
Q
W

日
】
・
日
・
高
寺
貞
男
『
会
計
政
策
と
簿
記
の
展
開
』
第
二
十
一
章
、
産
業
革
命
前
後
の
固
定

資
産
会
計
三
九
七

i
八
頁
参
照
。

第
一
巻
)
五
O
O頁

四

初
期
元
帳
の
若
干
の
考
察

十
七
世
紀
に
企
業
資
本
が
株
式
会
社
と
し
て
成
立
す
る
が
、
企
業
の
継
続
性
を
も
っ
て
き
た
。
資
本
の
配
分
方
式
で
は
な
く
、
利
潤
の

分
配
方
式
へ
と
変
る
な
か
で
、
会
計
方
法
も
変
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
近
代
会
計
の
成
立
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
帳
簿
に
そ
く
し

て
十
七
世
紀
初
頭
の
会
計
を
考
察
す
る
。

十
四
・
五
世
紀
に
北
イ
タ
リ
ア
に
h

わ
い
て
複
式
簿
記
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
、

つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
に
伝
播
し

て
ゆ
く
。
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
複
式
罪
記
法
は
「
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
法
」
と
か
、

「
イ
タ
リ
ア
式
貸
借
簿

記
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
十
六
世
紀
の
前
半
頃
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
複
式
簿
記
法
に
た
い
す
る
商
人
達
の
関
心
は
一
般
に
低

(
1〉

調
で
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
十
七
世
紀
に
入
る
頃
よ
り
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
。
十
六
世
紀

末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
簿
記
法
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
く
ろ
。
会
計
処
理
の
期
間
性
認
識
で
あ
る
が
、



中
世
簿
記
よ
り
近
代
簿
記
へ
と
展
開
し
て
く
る
。
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
に
影
響
し
て
く
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
興
隆
は
独
自
の
会
計
実

践
を
展
開
し
て
く
る
。
こ
の
先
頭
に
立
つ
も
の
が
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
っ
た
。

当
時
の
簿
記
書
で
は
、
日
記
帳
〔
"
仕
訳
帳
〕
と
元
帳
の
二
つ
の
帳
簿
に
よ
る
簿
記
組
織
の
説
明
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の

史
料
山
門
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
櫨
簿
組
織
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
特
殊
仕
訳
帳
制
(
複
数
仕
訳
帳
制
)
が
高
度
に
発

展
し
て
、
総
括
転
記
法
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

総
括
記
入
が
示
さ
れ
る
勘
定
の
例
と
し
て
繰
越
勘
定
白
色

E
g
昭

g
g
c
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
六
六
回
年
の

B
元
帳
第
一
巻
の
第

一
O
了
(
ブ
ォ
リ
オ
)
に
お
い
て
、
貸
方
側
の
同
年
八
月
一
日
付
け
の
記
入
で
あ
る
。
∞
可
目
。
4
巾
吋
田
口
山
口
8
8同)門的

σ吋O
口
事
件
同
2
5
向。ー

吋
問
。
山
口
四
回
。
。
}
門
的
・
ぴ
O
E何回口門
0
5
2
h
?
∞。。

w
1
0∞・
1
0
(戸
(
先
行
す
る
諸
帳
簿
か
ら
も
た
、
り
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
勘
定
に
よ
っ
て
)
や
、

ま
た
入

月
十
五
日
付
け
の
記
入
、
叶
。

8
4
2山
口
〉
円
円
。
ロ
B
耳
目
同
2
5
8ぽ目

o
g
Z岡田内

E
Z
2
2
h
H
O
u
-
-
∞日
c
w
l。凹・
1
0仏
・
で
あ
る
。

フ
オ
リ
オ

B
元
帳
第
一
分
冊
の
第
十
二
了
に

東
イ
ン
ド
会
誌
の
帳
簿
は
、
す
で
に
複
式
記
入
簿
記
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
示
す
例
を
あ
げ
て
み
る
。

巧
巴
町
田
ヨ
巧
E
E
5
3
M
M
¥ロ
と
い
う
人
名
勘
定
が
あ
る
が
、

一
六
六
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で
借
方
に
吋
。
切
と
Z
D
g
v
U
G旬
。
。
耳
目
白

フ
オ
リ
オ

同。吋

5
2
∞
g
z
h
日
HU--合・
I
H
S
-
と
い
う
記
入
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
第
一

O
丁
の
、
繰
越
勘
定
の
貸
方
に
同
日
付
け
で
切
吋

向。円

B
耳
切
。

-ozhm印
H
U
l品開・ー
1
H
2・
と
い
う
記
入
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
応

巧
E
S
B
当
日
5
5由
沙
門
町
目
的
含
豆
古

記
入
を
す
る
複
式
簿
記
法
が
成
立
し
て
い
る
。一

六
六
四
年
帳
簿

(
B
元
帳
〉
の
記
入
さ
れ
る
段
階
の
東
イ
ン
ド
会
社
は
株
式
会
社
形
態
を
と

っ
て
い
る
が
、
企
業
資
本
の
経
蛍
的
内
実
は
前
期
的
資
本
で
あ
っ
た
。
前
期
的
資
本
の
経
営
は
商
業
形
態
を
と
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
イ

つ
ぎ
に
商
品
勘
定
の
記
入
に
つ
い
て
。

ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
原
始
的
蓄
積
を
推
行
す
る
中
心
に
位
し
、
こ
れ
を
東
邦
貿
易
・
対
イ
ン
ド
貿
易
に
よ
っ
て
行
っ
た
?
こ
の
経
営
が
元

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
計
の
会
計
帳
簿

三
五
一



イ
ギ
リ
ス
東
イ
シ
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
五
二

帳
記
入
と
し
て
具
体
化
し
て
い
る
が
、
利
潤
計
算
の
中
心
的
な
勘
定
組
織
と
し
て
商
品
勘
定
が
存
在
し
た
。

商
品
勘
定
の
出
現
に
お
い
て
商
業
簿
記
が
複
式
簿
記
と
し
て
確
立
す
る
が
、
商
品
勘
定
は
三
段
階
の
発
展
を
し
て
い
る
。
ま
ず
口
別
商

品
名
商
品
勘
定
と
し
て
複
式
簿
記
の
勘
定
組
織
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
典
型
的
に
示
す
例
'
と
し
て
二
ニ
四

O
年
の
ゼ
ノ
ア

の
財
務
官
帳
簿
(
富
山
自
由
ユ

F
包

mgの
胡
椴
勘
定
(
戸
山
内

o
-
8
5
E
E匂
白
吋
ヨ
)
が
中
叫
ん
γ

。
十
四
世
紀
の
商
業
簿
記
が
複
式
簿
記
法
と
し

な
で
、
形
式
的
変
化
を
示
す
。

て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
こ
の
胡
根
勘
定
と
い
う
商
品
名
商
品
勘
定
は
、
十
七
・
八
世
紀
の
期
間
計
算
が
成
立
し
て
く
る

一
つ
は
ゴ
般
商
品
勘
定
」
へ
の
転
化
で
あ
り
、
総
括
記
帳
の
勘
定
的
表
現
と
い
え
る
。
こ
れ
に
は
商
品

在
高
帳
と
い
っ
た
補
助
簿
と
い
う
商
品
の
管
理
記
入
簿
が
出
現
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
主
要
簿
」
と
「
補
助
簿
」

と
い
う
区
別
を
も
っ

た
帳
簿
組
織
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
補
助
簿
記
入
に
も
と
づ
く
総
括
記
帳
の
発
展
は
元
帳
に
企
業
資
本
運
動
の
概
観
性
を
あ
た
え
る
と
同

時
に
損
益
計
算
中
心
性
を
よ
り
あ
ら
わ
に
す
る
。

一
般
商
品
勘
定
の
形
成
が
近
代
簿
記
へ
の
進
化
の
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
自
体
で
期
間
性
を
も
っ
て
く
る
こ
と
の
筋
道
が
あ
る
。
棚
卸
計
算
を

ふ
く
ん
で
損
益
計
算
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
教
科
書
的
に
は
前
者
に
よ
る
筋
道
の
な
か
に
発
展
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
実
務
の
な
か

で
は
後
者
に
よ
る
展
開
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
京
イ
ン
ド
会
社
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
理
存
す
る
一
冗
帳
の
ニ

0
0年
間
の
す
べ
て
を
考
察
す
る
機
会
を
持
た
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
は
言
い
え
な
い
が
、

一
六
六
四
年
の
元
帳
に
お
い
て
は
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
殆
ん

ど
が
所
有
委
託
人
の
人
名
を
つ
け
た
商
品
名
商
品
勘
定
と
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

G
・
パ
ピ
ロ
ン
の
委
託
に
な
る
コ
ー
ヒ
ー
令
え
な

o
z

岳
町
民
間
。
え
の

g円
四
O

M

U

山!日己目
C
D
)

勘
定
(
一
九
二
丁
)
と
か
、

G
・
パ
ピ
ロ
ン
の
委
託
に
な
る
肉
桂
(
の
回
目
的
目
白
日
間

E
S
F
n
F常
唱
え

。巾OH
問
。
守
山

}UEoロ
)
勘
定
(
一
八
二
丁
)
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る

Q

B
元
帳
第
一
巻
に
お
い
て
は
デ
ョ

1
ジ
・
パ
ピ
ロ
ン
、

サ
ン
・
サ



ン
ブ
ロ
ッ
ク

(ω
白
g
m
m
g
σ
2
0付
与
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
ほ
か
ト

l
マ
ス
・
ス
プ
リ
ッ
グ

(
4
F
O
B
B
ω
胃
片
岡
四
)
、
ジ

ョ
ン
・
ス
テ
ン
ヤ
ン

Q
O
V
D
g
mロ可
mg)
の
も
の
も
あ
る
。

]
U
O

円)円)叩吋

σ-ωnw-ロ
nr白
円
向
。
。
円
』
。
日
戸
口

ω円
山
口
吋
山
口
(
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
γ
ヤ
ン

の
呆
胡
叡
勘
定
)
は
二
三

Q
丁
と
二
五
四
了
に
に
出
て
く
る
。

は
じ
め
に
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
勘
定
口
座
を
開
設
し
た
が
、
胡
栂

取
引
は
頻
繁
で
あ
っ
て
、
足
り
な
く
な
っ
て
、
改
め
て
追
加
的
開
設
と
な
っ
て
い
る
。

委
託
者
名
の
な
い
商
品
勘
定
も
あ
る
。
こ
れ
が
、
商
品
勘
定
の
原
型
と
な
る
が
、

マ
ッ
チ
勘
定
(
三
五
丁
)
と
か
広
幅
織
物

3
2包

2
2
5
勘
定
(
一

O
一
ニ
丁
)
と
か
、
第
二
帳
簿
で
は
鋳
塊
銀

(ω
己
410
円
E
H
D
m
0
2
6
勘
定
(
一
二
二
八
了
)
と
か
ゴ
ム
ハ
の
ロ

B
-
R
5
勘

定
(
四
四

O
了
)
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

B
元
帳
第
一
一
帳
簿
(
戸
¥
同
¥
印
〉
は
第
一
一
帳
簿
(
円
¥
H
¥
N
)

よ
り
続
く
が
、
第
一
帳
簿
は
二
七
五
丁
で
終
っ
て
お
り
、
二
七
六
丁
よ
り
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
帳
簿
で
も
委
託
者
名
付
き
の
商
品
取
引
が
多
い
が
、
そ
の
表
現
が
変
っ
て
き
て
い
る
。

可叩円以匂叩
H
a
-
p

』C
H
H
ロ的仲間
H
D
U
1
P
D
(
ジ

ョ
ン
・
ス
テ
ン
ヤ
ン
に
お
け
る
胡
棋
勘
定
)
と
か
、
、
円
。
口
四
円

z
p
d司
E

什

O
E
ω
同

E
ω
回
目
可
o
o
w
m
w
(
一
二
七
二
丁
)
と
か
、

ωFO口町以内
W
E

。
。
。
吋
間
四
可
回
一
志
巴
oロ
(
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ピ
ロ
ン
に
お
け
る
シ
ェ
ラ
ッ
ク
塗
料
勘
定
〉

(
四
五
七
丁
)
、
ま
た

ω包件。叩
2
2
吉
、
吋
F
O
B
S

ω同
)
丘
四
四
(
四
七
六
丁
)

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

第
二
帳
簿
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
胡
板
取
引
が
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
の
元
帳
で
は
、
キ
ャ
ラ
コ
勘
定
と
か
、
茶
勘
定
が
目
に
つ
く
。

以
上
の
よ
う
に

B
元
帳
が
つ
け
ら
れ
た
初
期
会
計
実
践
に
お
い
て
は
一
般
商
品
勘
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
期
間
計
算
の
芽
は

出
て
き
て
い
る
。
「
七
年
な
い
し
三
年
と
い
う
期
間
で
の
決
算
」
で
あ
る
が
、
ま
だ
定
期
性
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

口
別
商
品
名
商

品
勘
定
の
ま
ま
で
期
間
性
を
も
っ
て
き
て
い
る
が
、
従
来
の
発
展
の
三
段
階
図
式
は
反
省
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

損
益
勘
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
「
元
帳
諾
勘
定
の
年
次
締
切
り
守
口

S
包

Z
Z
5
0〉は、

一
七
五
六
年
の
元
帳
(

K

)

に
ま
ず
始
め
て

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

一
五

一一



、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
五
四

〈

3
d

あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
い
お
て
は
、
締
切
り
は
各
巻
の
始
め
と
終
り
に
の
み
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
。

」
れ
は
決
算
と
帳
簿
締
切
り

の
関
係
の
基
本
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
だ
中
世
簿
記
実
践
の
な
ご
り
が
あ
っ
た
。

B
元
帳
第
一
帳
簿
の
七

O
丁
に
、
損
益
勘
定

9
2民
吉

P
E
E
S
O
)

が
記
帳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
六
六
四
年
四
月
}
日
よ
り

一
六
六
六
年
六
汀
三
十
日
ま
で
の
分
で
あ
る
。
借
方
側
に
六

0
項
目
、
貸
方
側
に
繰
越
項
目
を
含
ん
で
四
二
項
目
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

借
方
側
の
一
六
六
五
年
九
月
頃
の
記
入
か
ら
字
は
小
さ
く
な
り
、
行
間
も
せ
ば
ま
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
借
方
側
総
計
は

a
g定
・
呂
田
・
包
・

で
あ
り
、
貸
方
側
総
計
は
繰
越
(
純
損
益
〉
項
目
が

切
可
切
山
口
m
H
M
n
o

向
。
円
円
仲
田
口
σヴ門ヴ。吋
H
H
O
H
。

と
し
て
、

ω∞
怠
N
h
・0
司
・
忠
・
が
加
え
ら

れ
て
、
貸
借
平
均
す
る
。
こ
れ
は
記
入
場
所
が
一
杯
に
な
っ
て
締
切
っ
た
例
で
あ
る
。

第
二
帳
簿
の
三
八
四
了
に
再
び
損
益
勘
定
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
借
方
側
第
一
項
に
寸
。

5
0
り
叩
ヴ
神
宮
内
。
ま
さ

と
し
て
お
虫
記
・

C

2

・
包
・
が
記
入
さ
れ
、
総
計
が
日
明
日
記

-E目
・
包
・
と
な
っ
て
い
る
。
貸
方
側
に
は
繰
越
と
し
て
お
き
定
・
C
討

-
E・
が
記
入
さ
れ
て
、

日同明日
N
h
・一戸
ω回・∞門戸

と
平
均
す
る
。
こ
れ
は
一
六
六
六
年
六
月
よ
り
一
六
六
八
年
六
月
ま
で
の
分
で
あ
る

Q

五
人
二
丁
が
、
ま
た
損
益
勘
定
で
、

一
六
六
八
年
六
月
よ
り
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
借
方
合
計
は
∞
O

∞

zh・

呂田
-
H
S
・
で
あ
っ
て
、
貸
方
側
に
繰
越
が
切

V1Z
ロ
o
E
匂

2

8ロH
B

ヴ
ミ
ロ
o
g
叶
O
N
ω
ω
h
-
H
寸白・包・

と
記
入
さ
れ
て
、
貸
借
平
均
す

る
Q

さ
ら
に
六
ワ
九
了
が
損
益
勘
定
で
あ
っ
て
、
前
よ
り
の
繰
越
額
を
加
え
た
借
方
合
計
が

S
E記
-
H
ω

由・

0
5・
で
、
貸
方
側
に
繰
越
が

切
U
1
r
o
門
口
。
σ門
句
。
吋
円
O
P
H
円
凶
ず
。
己
吋
ロ
叩
H
C
N
C
N
ω

∞h
・0ω
∞-
H
H
仏・

と
記
入
さ
れ
て
、
貸
借
平
均
し
て
い
る
。

六
O
九
了
に
つ
い
で
、

六
五

O
丁
に
損
益
勘
定
が
あ
る
。

こ
こ
の
借
方
合
計
は

H
N
M
由。一戸
O
U可

h
-
一{∞凹・∞門同・

で
あ
り
、

貸
方
に

回
可

回
目
品
目

g
s
と
し
て
お
虫
色
h

・呂田

-s・
あ
っ
て
、
資
本
(
巳
2
3
勘
定
に
転
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貸
借
は
平
均
す
る
。
な
お

資
本
勘
定
は
す
で
に
一
六
六
九
年
三
月
三
十
一
日
目
に
明
記
・

8
∞・
ω子
が
転
記
さ
れ
て
お
り
、
差
額
島
田
∞
a
h
-
H
討
・
翠
・
が
損
益
勘
定
よ



り
貸
方
側
に
転
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
資
本
勘
定
は
貸
方
側
に
の
み
記
入
が
さ
れ
て
い
る
。

(
こ
の
詳
し
い
記
入
関
係
は
筆
者
の
人

モ
が
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
明
確
に
し
え
な
い
)
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
損
益
勘
定
は
一
六
六
四
年
人
月
よ
り
一
六
六
九
年
三
月
の

期
間
に
お
い
て
、
た
だ
一
回
締
切
り
(
決
算
)
が
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
複
式
記
入
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
、
商
品
勘
定
は
口
別
商
品
名
商
品
勘
定
で
あ
る
こ
と
、
決
算
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
処
理
が

五
年
間
で
た
だ
一
固
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
こ
と
を

B
元
帳
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

五
年
間
の
長
さ
の
会
計
期
間
(
決
算
)
と
配
当
の
関
係
が
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

B
元
帳
の
時
代
で
は
配
当
は
一
ム
ハ
六
四
年
八
月
三

日

一
六
六
六
年
二
月
二
日
、

一
六
六
六
年

一
十
七
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
元
帳
締
切
り
に
は
関
係
が
な
か
っ
た
。

C
元
帳
は
一
六

六
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
六
七
一
年
三
丹
三
十
日
の
期
間
に
わ
た
る
が
、
こ
れ
が
締
切
ら
れ
て
五
月
五
日
に
配
当
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
元
帳
に
お
け
る
損
益
計
算
に
符
合
す
る
配
当
で
あ
ャ
た
。
元
帳
締
切
り
と
配
当
と
の
関
係
に
つ
い
て
ほ
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

一
五
帳
勘
定
の
締
切
り
は
、
決
算
と
配
当
を
意
識
し
た
と
い
う
よ
り
は
記
入
場
所
が
無
く
な
っ
た
と
き
に
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
決
算
締

切
り
が
年
次
性
を
お
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
会
計
の
成
立
と
な
り
、
残
高
勘
定
と
損
益
勘
定
が
勘
定
組
織
上
、
最
高
の
要
約
勘
定
に
な

っ
て
く
る
。
し
か
し
、

B
元
帳
に
お
い
て
は
一
般
的
勘
定
と
悶
じ
次
元
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ま
だ
、
必
ず
し
も
会
社
の
全
財
産
が

記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
簿
記
的
問
題
の
背
景
に
は
経
済
史
、
経
営
史
の
問
題
が
基
礎
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
示
す
資
料
文
献
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

わ
が
国
の
文
献
と
し
て
は
大
塚
久
雄
著
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
、
揚
井
克
己
著
『
東
市
度
会
社
研
究
』
(
昭
十
八
・
生
活
社
)
、

松
田

智
雄
著
『
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
』
ハ
昭
和
二
四
年
・
日
本
評
論
社
〉
な
ど
あ
る
。
外
国
文
献
で
は
、
本
稿
で
、
す
で
に
参
考
に
し
て
い
る
ピ

ン
ユ
ン
教
授
の
著
述
が
あ
る
が
、
古
典
的
研
究
も
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
五
五
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(
3〉
の
己
目
印
叩
同

0
5
0
月

2
0円円回一山
O
片
手
叩
〉
円
円
。
ロ
ロ

S
D
H
0
2叩
円
弘
、
田
口
叩
勺
同
ユ
ヨ
町
三
・

ω叩
n
z
oロ
円
-
w

山
口
同
ロ
色
目
。
口
-no
同
叩
門

D
E♂
HV・
ω・

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
フ
ァ
l
リ
ン
ト
ン
氏
か
ら
借
り
た
も
の
で
、
タ
イ
プ
印
刷
の
私
本
で
あ
る
。

(

4

)

』・
4
『
宮
古
g
w
Dヲ
口

洋

-
w
u
・
ω
品目・

五

東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
実
践
|
|
む
す
び
に
か
え
て

l
l

東
イ
ン
ド
会
社
は
イ
ン
ド
の
「
ガ
ン
ジ
ス
河
畔
か
ら
凡
ゆ
る
優
れ
た
品
物
を
吸
い
込
ん
で
、
テ
ム
ズ
河
畔
に
絞
り
問
す
海
綿
」
で
あ
っ

た
(
松
田
智
雄
『
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
』
八
頁
)
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
一
六
六
四
年
帳
簿
以
降
は
対
束
イ
ン
ド
貿
易
に
お
い
て
、
だ
ん
ぜ
ん

イ
ギ
リ
ス
が
優
位
を
占
め
る
が
、
そ
の
国
家
と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
も
の
が
東
イ
ン
ド
会
社
で
、
前
期
的
資
本
の
性
格
を
極
め
て
具
体
的

に
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
こ
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
株
式
会
社
と
し
て
の
実
質
を
備
え
た
二
ハ
六
三
年
以
降
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
ク
ロ
ン
ウ

ェ
ル
の
改
卒
を
通
じ
て
、
世
界
中
〈
に
冠
た
る
簿
記
組
織
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
帳
簿
組
織
の
概
略
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
が

本
稿
で
あ
っ
た

Q

こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
会
計
史
を
み
る
と
き
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
制
度
は
整
備
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
た
。
ピ
ン
ユ
ン
は
「
東
イ
ン
ド

(一1)

会
社
の
初
期
の
複
式
簿
記
の
記
録
に
影
響
し
た
会
計
実
践
は
、
こ
の
時
代
の
個
々
の
企
業
の
会
計
実
践
に
似
て
は
い
な
か
っ
た
」
と
い
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
会
計
制
度
で
も
ま
だ
十
七
世
紀
な
か
ば
で
は
年
次
決
算
制
度
で
は
な
か
っ
た
。

B
元
帳
が
そ
う
で
あ
る
が
、

c、

D
、
E
元
帳
(
一
六
六
九
年
四
月
よ
り
一
六
七
五
年
十
二
月
・
ま
で
の
期
間
の
帳
簿
)

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
決
算
と
締
切
り
と
配
当
(
率
〕
の

関
係
。
都
合
の
よ
い
時
期
と
い
う
便
宜
性
、
そ
れ
と
も
航
海
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
関
係
あ
る
も
の
か
。
こ
れ
ら
の
時
代
の
配
当
は
会
計
n

元
帳
記
録
か
ら
完
全
に
分
離
し
て
い
る
と
ビ
ン
ユ
ン
は
い
う
。
高
率
利
潤
が
保
証
さ
れ
る
か
ぎ
り
会
計
的
管
理
の
必
要
は
出
て
こ
な
か
っ

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

一
ニ
五
七



イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

三
五
八
司

た
の
で
あ
る
。

「
東
イ
ン
ド
会
社
の
業
務
遂
行
に
関
す
る
複
式
簿
記
の
最
大
の
貢
献
は
、
そ
の
重
複
す
る
航
海
、
各
種
の
営
業
活
動
、
さ
ち
に
様
々
に

変
る
所
有
者
の
利
害
関
係
の
会
計
と
し
て
、
会
社
に
対
す
る
役
立
ち
と
な
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
秩
序
性
、
組
織
性
、
管
理
性
を
も
っ
て

(
2〉

い
た
の
で
あ
る
」
。
こ
こ
に
科
学
的
簿
記
と
い
わ
れ
る
複
式
簿
記
法
の
役
割
が
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
か
ら
様
々
の
問
題
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
簿
記
技
術
的
に
は
決
算
手
続
き
の
発
展
過
程
を

探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
初
期
の
元
帳
を
み
る
と
き
、

決
算
締
切
り
の
不
確
定
性
(
そ
れ
は
七
年
な
い
し
三
年
ご
と
の
決
算
規
定
と
の
関
連
)

が
、
ま
だ
今
日
い
う
決
算
手
続
き
|
|
そ
れ
は
大
陸
法
で
も
、
米
英
法
で
も

!
iが
未
確
定
で
あ
っ
た
し
、

C
-
。
印
山
口
問
と

g
z
R
E
m
が

一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
あ
る
二
ハ
六
四
年
か
ら
約
二

O
O年
に
わ
た
る
元
帳
の
存
在
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
資
本

主
義
発
達
史
の
証
言
と
も
い
え
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
そ
れ
肉
体
は
前
期
的
商
業
資
本
そ
の
も
の
で
あ
る
が
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
の
簿
記
技

術
の
発
展
は
近
代
会
計
の
発
展
史
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
世
タ
イ
プ
の
日
別
性
の
強
い
簿
記
法
よ
り
近
代
的
な
簿
記
法
へ
と
発
展
す

る

乙
れ
ら
の
史
料
分
析
に
よ
っ
て
会
計
史
研
究
が
一
段
と
飛
躍
す
る
。
西
洋
会
計
史
は
翻
訳
学
聞
か
ら
脱
却
す
る
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
会
計
技
術
的
発
展
は
支
配
す
る
側
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿
を
通
じ
て
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

大
塚
教
授
に
よ
っ
て
近
代
的
民
主
型
株
式
会
社
と
な
づ
け
ら
れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
は
ま
さ
に
前
期
的
資
本
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
帳
簿
、
と
く
に
元
帳
三
十
九
巻
の
二

O
O年
は
対
庁
ラ
ン
ダ
の
と
の
競
争
、
そ
の
後
の
イ
ン
ド
経
営
の
歴
史
で
あ



一
八
五
八
年
以
降
は
一
入
七
四
年
ま
で
「
会
社
の
株
主
が
国
家
の
賠
償
を
受
け
、
会
社
が
完
全
に
解
散
す
る
ま
で
、
な
わ
配
当
受
領

ハ
3
)

団
体
と
し
て
存
在
し
」
て
い
る
聞
で
あ
っ
た
。

り

「
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
貿
易
は
、
そ
れ
が
一
極
に
お
い
て
接
す
る
本
国
社
会
を
支
配
す
る
構
造
的
法
則
性
と
、
他
の
一
極
に
お
い
て
接
す

(
4〉

る
ア
ジ
ア
諾
社
会
の
そ
れ
、
更
に
ま
た
貿
易
を
担
う
『
商
人
』
の
階
級
的
規
定
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
独
自
性
を
う
ち
出
さ
れ
る
L
。

」ー

σコ

貿
易
の
担
い
手
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
が
あ
っ
た
。
商
人
の
規
定
性
、
す
な
わ
ち
商
業
資
本
の
歴
史
的
性
格
を
簿
記
的
に
あ
ら
わ
す
も
の

が
、
こ
の
会
計
帳
簿
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
か
ら
植
民
地
と
し
て
支
配
さ
れ
て
ゆ
く
東
イ
ン
ド
諸
国
の
、
と
く
に
イ
ン
ド
の
戸
を
聞
き
出

す
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
前
期
的
資
本
そ
の
も
の
の
私
的
会
社
と
し
て
成
立
し
た
が
、
国
家
内
国
家
と
し
て
重
商
主
義
的
政
策
を
具
体

化
し
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
成
長
過
程
に
お
い
て
消
滅
し
て
ゆ
く
の
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
っ
た
。

ハ
1
)

』
・
君
主
ロ
B
W
C匂
-
n
F
H

・・

?
ω
明日・

(

2

)

同
・
当
日
ロ
Y
5・
8
・
門
戸
・
℃
・

ω
町田・

(
3
〉
楊
井
克
巳
明
東
印
度
会
社
研
究
』
(
生
活
社
・
昭
一
八
)
一
八

O
頁
の
註
二

O

(

4

)

松
田
智
雄
『
イ
ギ
リ
ス
資
本
と
東
洋
|
1東
洋
貿
易
の
前
期
性
と
近
代
性
』
(
日
本
評
論
社
・
昭
二
四
)
は
し
が
き
、

一頁

イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
帳
簿

コエ
九




